
ひとが賑わうまち

【基本施策２】
産業活性化プロジェクト



3 年度 ～ 年度

12,984 9,384 0

0
一般財源 14,784 12,984 9,384 0

0
負担金 0 0 0 0

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

0団体／8団体 1団体／8団体 3団体／8団体 8団体／8団体

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

（団体）：県営ほ場整備事業により設立された土地改良区の内、解散した改良区数

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 14,784

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
大谷・天生田　　　1,800,000円
椿市　　　　　　　　1,800,000円
入覚　　　　　　　　1,800,000円
今元　　　　　　　　1,800,000円
元永　　　　　　　　1,800,000円
沓尾・長井　　　　1,800,000円
御清水池　　　　　　733,866円
前田　　　　　　　　3,250,000円

大谷・天生田　　　1,800,000円
椿市　　　　　　　　1,800,000円
今元　　　　　　　　1,800,000円
元永　　　　　　　　1,800,000円
沓尾・長井　　　　1,800,000円
御清水池　　　　　　733,866円
前田　　　　　　　　3,250,000円

椿市　　　　　　　　1,800,000円
元永　　　　　　　　1,800,000円
沓尾・長井　　　　1,800,000円
御清水池　　　　　　733,866円
前田　　　　　　　　3,250,000円

　地元土地改良区に対し、設立から解散
まで、１改良区あたり年間180～325万円
を補助。
（ほ場整備事業実施中：325万円、整備完
了後解散まで180万円）
※地元借入金償還終了後1年を目途に解
散
（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

農業基盤整備（ほ場整備）を推進し、農用地の区画整理と集積を図り、農業経営の効率化、担い手の育成、後継者の育成等、地域農業の確立
を図る。

事業番号 00269 事業名 土地改良区負担金 新規・既存の別 既存

事業概要

県営ほ場整備事業を推進するために、地元において設立された土地改良区に対し、その運営費の一部（人件費、需要費、役務費等）を補助す
る。

達成のめやす
土地改良区の運営が円滑に行われ、早期に解散する。

留意事項



22 年度 ～ 年度

0
一般財源 2,739 2,136 2,136 0

0
負担金 0 0 0 0

0
県 3,440 9,197 9,197 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 6,179 11,333 11,333 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
  申請内容，補償単価に基づいた
補償金の交付。

  申請内容，補償単価に基づいた
補償金の交付。

  申請内容，補償単価に基づいた
補償金の交付。

  販売価格が生産コストを恒常的に下
回っている農作物を対象として、その
差額を国が補償する制度。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

  農業経営の安定と国内生産力確保に伴う食料自給率の向上。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

600件/600戸（販売農家） 600件/600戸（販売農家） 600件/600戸（販売農家） 全販売農家の制度加入

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

  平成23年度末データによる制度加入率。

事業概要

  販売価格が生産コストを恒常的に下回っている農作物を対象として、その差額を国が補償する制度。対象作物は、米，麦，大豆，飼料作物，
飼料用米，なたね，加工用米，地域特産物など。補償単価は、10a当たり、米 15,000円，麦・大豆・飼料作物 35,000円，飼料用米 80,000円，な
たね・加工用米 20,000円等。
    補償金は、販売農家が対象。国から申請者口座に直接振込み。

達成のめやす
  制度加入率の増加。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等 農業者戸別所得補償制度実施要綱

事業番号 01930 事業名 農業者戸別所得補償制度事業 新規・既存の別 既存



12 年度 ～ 年度

0
一般財源 5,479 5,585 5,585 0

0
負担金 0 0 0 0

0
県 10,955 10,985 10,985 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 16,434 16,570 16,570 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
  申請面積，交付単価に基づいた交付金
の交付。
・急傾斜（20/100）  1㎡当たり21円
・緩傾斜（8/100）   1㎡当たり8円

  申請面積，交付単価に基づいた交付金
の交付。
・急傾斜（20/100）  1㎡当たり21円
・緩傾斜（8/100）   1㎡当たり8円
  緩傾斜については
H24緩傾斜分面積×110%

  申請面積，交付単価に基づいた交付金
の交付。
・急傾斜（20/100）  1㎡当たり21円 ・緩傾
斜（8/100）   1㎡当たり8円
  緩傾斜については
H24緩傾斜分面積×110%

  平地よりも不利な自然的，社会的条
件を強いられる中山間地域の農業経
営を、交付金の直接支払いにより支
援する。
（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

  交付金による地域格差是正効果で、中山間地域の将来的耕作放棄地を抑制し、営農意欲の継続，向上を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標
急傾斜 609,340 ㎡
緩傾斜 454,627 ㎡

急傾斜 609,340 ㎡
緩傾斜 500,090 ㎡

急傾斜 609,340 ㎡
緩傾斜 500,090 ㎡

耕作放棄地の抑制

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

  平成23年度末データにより積算した交付対象面積。

事業概要

  平地よりも不利な自然的，社会的条件を強いられる中山間地域の農業経営を、交付金の直接支払いにより支援する。交付単価は、次のとお
り。
  ・急傾斜（20/100）  1㎡当たり21円
  ・緩傾斜（8/100）   1㎡当たり8円

達成のめやす
  中山間地域農家の営農継続，農業経営の安定および中山間地域内耕作放棄地の抑制。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等 福岡県中山間地域等直接支払交付金等交付要綱

事業番号 00247 事業名 中山間地域等直接支払事業（入覚・大行事・高来・徳永・下崎） 新規・既存の別 既存



18 年度 ～ 年度

0
一般財源 4,147 2,962 2,962 0

0
負担金 0 0 0 0

0
県 8,295 5,925 5,925 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 12,442 8,887 8,887 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
  トラクター，コンバイン，ウイング
ハローの購入費用の県 1/3と市
1/6の合計 12,442,000円を交付。

  トラクター，コンバイン，ウイング
ハローの購入費用の県 1/3と市
1/6の合計 8,887,000円を交付。

  トラクター，コンバイン，ウイング
ハローの購入費用の県 1/3と市
1/6の合計 8,887,000円を交付。

  地域農業の担い手となる安定的な
経営体を対象に農業用機械導入費用
の支援を行う。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

米・麦・大豆の品質向上や低コスト生産による競争力の強化。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

個別経営体 1件 個別経営体 1件 個別経営体 1件 経営体の作業効率の向上，経営の改善

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

  平成23年度末データによる補助対象件数。

事業概要

  水田農業の継続的発展のためには、永続性のある個別大規模農家と法人化された営農組織が中心となる生産構造の実現が必要であり、今
後、地域農業の担い手となる安定的な経営体を対象に農業用機械導入費用の支援を行う。
  補助金の補助率は、県 1/3，市 1/6で、残は経営体の自己負担。

達成のめやす
  経営体の作業効率の向上、経営の改善。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等 福岡県農業振興対策事業費補助金交付要綱

事業番号 00674 事業名 水田農業担い手機械導入支援事業 新規・既存の別 既存



19 年度 ～ 28 年度

0
一般財源 5,117 4,883 4,883 56,744

0
負担金 0 0 0 0

0
県 175 175 175 2,470

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 5,292 5,058 5,058 59,214

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
  申請面積，交付単価に基づいた
交付金の交付。
  市負担分 5,106,928円
    （総事業費×1/4）

  申請面積，交付単価に基づいた
交付金の交付。
  市負担分 4,796,948円
    （総事業費×1/4）

  申請面積，交付単価に基づいた
交付金の交付。
  市負担分 4,796,948円
    （総事業費×1/4）

  農地・水・環境の良好な保全と質的
向上を図るため、地域ごとの共同活動
と営農活動を支援する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

  地域団体の積極的な活動による農地や農業用施設等の資源の保全，環境にやさしい農業の推進，地域のつながりを通じた農村地域の活性
化。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標
田 56.744 a
畑   2.026 a

田 56.832 a
畑   2.063 a

田 56.832 a
畑   2.063 a

農地・水・環境の良好な保全と質的向上

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

  平成23年度末データにより積算した交付対象面積。

事業概要

  農地・水・環境の良好な保全と質的向上を図るため、地域ごとの共同活動と営農活動を支援する。農業者だけでなく地域の自治会等も参加す
る活動団体を設置し、農地や農道の雑草対策などの保全活動を実施する場合、対象農地面積（農振農用地のみ）に応じて交付金を交付する。
  交付単価は、田 1a当たり330円，畑 1a当たり210円。
  各団体ごとで、対象保全活動項目の半分以上の実施が交付要件。交付金の補助率は、国 1/2，県 1/4，市 1/4。

達成のめやす
  農地・水・環境の良好な保全と質的向上

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等 農地・水保全管理支払交付金交付要綱

事業番号 01929 事業名 農地・水 保全管理支払交付金事業（市内18団体） 新規・既存の別 既存



23 年度 ～ 26 年度

500 7,500

0
一般財源 0 0 0 0

0
負担金 0 0 0 0

0
県 2,500 1,500 500 7,500

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 2,500 1,500

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
  交付単価に基づいた交付金の
交付。
  ・個別経営体 初年 150万円
  ・組織経営体 2年目 100万円

  交付単価に基づいた交付金の
交付。
  ・個別経営体 2年目 50万円
  ・組織経営体 3年目 100万円

  交付単価に基づいた交付金の
交付。
  ・個別経営体 3年目 50万円

  経営の多角化，低コスト化など、経
営基盤強化の取組みを行う農家，農
業法人に補助金を交付する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

  農家の意識改革，営農組織の経営改善による水田農業の継続的発展。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標
個別経営体 初年   1件
組織経営体 2年目 1件

個別経営体 2年目 1件
組織経営体 3年目 1件

個別経営体 3年目 1件 水田農業の継続的発展

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

  平成23年度末データによる補助対象件数。

事業概要

  経営の多角化，低コスト化など、経営基盤強化の取組みを行う農家，農業法人に補助金を交付する。補助単価は、次のとおり。
  ・個別経営体 上限額   初年150万円 および 2，3年目はそれぞれ50万円
  ・組織経営体 上限額   初年300万円 および 2，3年目はそれぞれ100万円
  県の100％補助事業。

達成のめやす
  農業法人の増加。

留意事項
  法人化は、補助金交付の必須条件。

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等 福岡県農業振興対策事業費補助金交付要綱

事業番号 01913 事業名 水田農業経営力強化事業 新規・既存の別 既存



24 年度 ～ 24 年度

0
一般財源 1,531 0 0 1,531

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 1,531 0 0 1,531

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
  田植機，コンバインの購入費用
の1/6  1,531,000円を交付。

  国による直接採択方式により、意欲
ある多様な農業経営体の育成，確保
に取り組む事業実施主体（行橋市地
域水田農業推進協議会）へ、農業用
（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

  経営規模拡大や多角化に必要となる農業用機械の導入等を支援することによる地域農業の活性化促進。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

個別経営体 1件 地域農業の活性化促進

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

  平成23年度末データによる補助対象件数。

事業概要

  国による直接採択方式により、意欲ある多様な農業経営体の育成，確保に取り組む事業実施主体（行橋市地域水田農業推進協議会）へ、農
業用機械などの購入費用の支援措置を行う。
  補助金の補助率は、国 3/10（行橋市地域水田農業推進協議会に振込み），市 1/6で、残は経営体の自己負担。ただし、自己負担分の半額
以上は、経営体の制度資金借入れが条件。

達成のめやす
  地域農業の活性化促進

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等 経営体育成支援事業実施要綱

事業番号 01927 事業名 経営体育成支援事業 新規・既存の別 既存



20 年度 ～ 26 年度

0
一般財源 465 336 495 0

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 3,300 2,700 3,300

その他 0 0 0

合計 3,765 3,036 3,795 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
換地業務1式
暗渠排水3ha
※対象事業費30,000
　国15,000、県9,000、市3,750、
　地元2,250
※賦課金(0.0005)15

換地業務1式
暗渠排水2.5ha     付帯工1式
※対象事業費24,000
　国12,000、県7,200、市3,000、
　地元1,800
※賦課金(0.0015)36

換地業務1式
暗渠排水12ha     付帯工1式
※対象事業費30,000
　国15,000、県9,000、市3,750、
　地元2,250
※賦課金(0.0015)45 （この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

収益性の高いゆとりある農業経営の確立、安全で安心できる農産物の生産を目的とし農業・農村の経営安定化への支援を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

事業概要

県営ほ場整備事業。前田地区37ha。
国５０％、県３０％、市１２．５％　地元７．５％
農地の区画整理と集積を図り圃場整備を推進し農業経営の効率化、担い手の育成、後継者の育成等、地域農業の確立を行う。

達成のめやす
圃場整備の完了。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 00272 事業名 経営体育成基盤整備事業（県営事業）（前田地区） 新規・既存の別 既存



24 年度 ～ 32 年度

0
一般財源 2,000 3,061 800 0

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 7,200

その他 0 0 0

合計 2,000 3,061 8,000 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
地形図作成1式
調査委託1式

地形図作成1式
換地調査1式

事業計画書作成1式
※対象事業費16,000
　県8,000、市8,000

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

収益性の高いゆとりある農業経営の確立、安全で安心できる農産物の生産を目的とし農業・農村の経営安定化への支援を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

事業概要

県営ほ場整備事業。辻垣道場寺地区36ha。
国５０％、県３０％、市１２．５％　地元７．５％
農地の区画整理と集積を図り圃場整備を推進し農業経営の効率化、担い手の育成、後継者の育成等、地域農業の確立を行う。

達成のめやす
圃場整備の完了。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 00272 事業名 経営体育成基盤整備事業（県営事業）（辻垣道場寺地区） 新規・既存の別 既存



22 年度 ～ 28 年度

0
一般財源 4,182 4,182 4,182 0

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 20,000 20,000 20,000

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 24,182 24,182 24,182 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
水路改良　工事140m 水路改良　工事100m

井堰改良　工事1基
用地買収　89.29㎡

水路改良　工事100m
井堰改良　工事1基

再編交付金を活用し水路の整備を行い、
農業経営の効率化、農業生産の向上を図
る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

基地周辺地区における農業用施設を整備し農業経営の効率化、農業生産の向上を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

140m/1687m 8% 240m/1687m 14% 340m/1687m 20% 540m/1687m 32%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

事業完了延長/事業全体延長

事業概要

防衛施設周辺整備事業の一環として水路改良工事を行う。
※平成28年度までで全体延長1687mに対し完了延長540mと未完成であり、平成29年度からどの事業で工事を進めて行けばいいか九州防衛
局と協議をしていかなければならない。

達成のめやす
平成28年度の完成。(最終年度）

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 01848 事業名 再編交付金事業（東徳永地区） 新規・既存の別 既存



年度 ～ 年度

0
一般財源 6,863 2,400 2,400 0

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 28,000 20,000 20,000

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 34,863 22,400 22,400 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
農道改良　長井用地買収840㎡
　　　　　　　平島工事150m
水路改良　稲童出屋工事200m
　　　　　　　稲童下85m,200m
ため池改修　畠田池工事1基
　　　　　　　　 畠田池実施設計190m

農道改良　長井工事280m
　　　　　　　平島2用地買収660㎡
　　　　　　　平島2工事150m
ため池改修　畠田池工事160m

農道改良
水路改良
井堰改良
ため池改修
ﾎﾟﾝﾌﾟ改修

調整交付金を活用し農業用施設の整備を
行い、農業経営の効率化、農業生産の向
上を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

基地周辺地区における農業用施設を整備し農業経営の効率化、農業生産の向上を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

7事業/7事業 100% 3事業/3事業 100% -事業/-事業 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

年度完了事業/年度全体事業

事業概要

防衛施設周辺整備事業の一環として農道、水路、井堰改良工事等を行う。

達成のめやす
年度事業の完了。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 00262 事業名 特定防衛施設周辺整備事業 新規・既存の別 既存



22 年度 ～ 26 年度

0
一般財源 700 345 1,332 4,221

21,400
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 5,400 2,700 10,100

その他 0 0 0

合計 6,100 3,045 11,432 25,621

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
実施設計1式
用地買収1式
※対象事業費61,000
　国30,500、県24,400、市6,100

水路工1式
※対象事業費30,000
　国15,000、県12,000、市3,000
※賦課金(0.0015)45

水路工1式
付帯工1式
※対象事業費113,000
　国56,500、県45,200、市11,300
※賦課金(0.0005+75)132 （この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

収益性の高いゆとりある農業経営の確立、安全で安心できる農産物の生産を目的とし農業・農村の経営安定化への支援を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

事業概要

湛水防除事業。平島地区。
国５０％、県４０％、市１０％
湛水被害を生じる恐れのある地域において湛水被害を解消するための恒久対策を講じる整備を行う。

達成のめやす
湛水被害の解消。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 00277 事業名 湛水防除事業（県営事業） 新規・既存の別 既存



年度 ～ 年度

0
一般財源 7,115 4,494 8,000 0

0
負担金 0 0 0 0

0
県 4,080 2,880 9,600 0

財
源
内
訳

国 4,080 2,880 9,600

地方債 0 0 0

その他 4,080 2,880 9,600

合計 19,355 13,134 36,800 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
長音寺（長音寺井堰）
下稗田（権田井堰）
32期生～36期生の拠出金

福丸（下川原井堰）
33期生～37期生の拠出金

常松（上川原井堰）
西谷（日焼井堰）
小犬丸（小犬丸井堰）
35期生～37期生の拠出金

土地改良施設維持管理適正化事業補助
金を活用し河川ゲートの整備を行い、農
業経営の効率化、農業生産の向上を図
る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

維持管理に苦慮している施設の改善を行い農業経営の効率化、農業生産の向上を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

2事業/2事業 100% 3事業/3事業 100% 2事業/2事業 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

年度完了事業/年度全体事業

事業概要

河川ゲートの機能回復を図るため本事業を適用し計画的な整備を行う。交付決定後５カ年の何れかの年において施工を行う。
国３０％、県３０％、市４０％
※市（負担金）４０％の内３０％を５カ年で割り当て支出し、残り１０％を実施年度に支出する。
※実施年度に事務費として水土里ネットに事業費の５％を支出する。　※補助金の減額はできない。

達成のめやす
機能回復の完了。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 00263 事業名 土地改良施設維持管理適正化事業 新規・既存の別 既存



24 年度 ～ 27 年度

0
一般財源 500 675 966 0

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 4,500 5,400 7,900

その他 0 0 0

合計 5,000 6,075 8,866 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
実施設計1式
用地買収1式
※対象事業費25,000
　国12,500、県7,500、市5,000

取水施設工1式
※対象事業費30,000
　国15,000、県9,000、市6,000
※賦課金(0.0015)75

提体工1式
※対象事業費44,000
　国22,000、県13,200、市8,800
※賦課金(0.0015)66

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

施設の改善を行い農業経営の効率化、農業生産の向上を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

事業概要

ため池等整備事業。馬場地区井ノ迫池。
国５０％、県３０％、市２０％
機能回復を図り農業生産の安定を図るため提体等の整備を行う。

達成のめやす
機能回復の完了。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 00276 事業名 ため池等整備事業（県営事業） 新規・既存の別 既存



21 年度 ～ 26 年度

0
一般財源 13,000 23,000 13,000 60,345

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 13,000 23,000 13,000 60,345

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
農道改良　上検地用地買収660㎡
　　　　　　　吉国実施設計50m
　　　　　　　　　　用地買収145㎡
水路改良　西寺畔工事250m

農道改良　宝山工事145m
　　　　　　　流末実施設計270m
　　　　　　　　　　用地買収480㎡
水路改良　西寺畔工事250m

農道改良　流末工事300m
水路改良　竹並実施設計80m
　　　　　　　　　　用地買収80㎡
　　　　　　　　　　補償1式
　　　　　　　　　　工事80m
井堰新設　寺畔工事1基

東九州自動車道供用開始にあわせ農道
の整備を行い、農業経営の効率化、農業
生産の向上を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

農道を整備し農業経営の効率化、農業生産の向上を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

4ヵ年/6ヵ年 66% 5ヵ年/6ヵ年 83% 6ヵ年/6ヵ年 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

事業完了期間/事業全体期間

事業概要

東九州自動車道建設に伴い農道の整備を行う。

達成のめやす
東九州自動車道供用開始にあわせ平成26年度の完成。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 01655 事業名 東九州自動車道整備事業 新規・既存の別 既存



25 年度 ～ 28 年度

0
一般財源 0 275 0 0

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 2,100 0

その他 0 0 0

合計 0 2,375 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
事業計画書作成1式
※対象事業費9,500
　国4,750、県2,375、市2,375

計画ヒアリング

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

維持管理に苦慮している施設の改善を行い施設の円滑な運転を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

事業概要

県営基幹水利施設ｽﾄｯｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ事業。文久地区排水機場。
国５０％、県２５％、市２５％
機能回復を図り正常な運転を保つためポンプ等の改修を行う。

達成のめやす
機能回復の完了。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 事業名 基幹水利施設ｽﾄｯｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ事業（県営事業） 新規・既存の別 新規



年度 ～ 年度

0
一般財源 0 0 3,000 0

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 0 0 3,000 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
文久　蓄電池交換
辰下　除塵機改修
石田　ポンプ改修

施設の改修を行い、農業経営の効率化、
農業生産の向上を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

維持管理に苦慮している施設の改善を行い施設の円滑な運転を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

3事業/3事業 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

年度完了事業/年度全体事業

事業概要

市内の農業用排水機場（文久、金屋、辰下、石田新開、沓尾）において機能回復を図り、正常な運転を保つため計画的に改修を行う。

達成のめやす
機能回復の完了。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 01854 事業名 農業用排水機場改修事業 新規・既存の別 既存



年度 ～ 年度

0
一般財源 4,300 12,410 9,300 0

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 10,490 6,200 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 4,300 22,900 15,500 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
かん排改良　東流末実施設計400m
　

農道改良　上検地工事200m
ため池改修　西福富浚渫工1式
　　　　　　　　延永工事50m

かん排改良　東流末付帯工1式
農道舗装　下稗田工事400m

農村環境整備事業補助金を活用し農業
用施設の改善を行い、農業経営の効率
化、農業生産の向上を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

収益性の高いゆとりある農業経営の確立、安全で安心できる農産物の生産を目的とし農業・農村の振興を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

1事業/1事業 100% 5事業/5事業 100% 2事業/2事業 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

年度完了事業/年度全体事業

事業概要

農業・農村が有する多面的機能の維持増進及び農業生産の安全を図るため水路、農道、ため池等の農業用施設の改善を行う。
補助率 かんがい排水４０％、農道４０％、ため池５０％

達成のめやす
年度事業の完了。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 00261 事業名 農村環境整備事業 新規・既存の別 既存



24 年度 ～ 25 年度

0
一般財源 24,000 23,000 0 47,000

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 24,000 23,000 0 47,000

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
農道改良　実施設計210m
　　　　　　　用地買収340㎡
　　　　　　　工事210m

農道改良　実施設計190m
　　　　　　　用地買収304㎡
　　　　　　　工事190m

給食センター供用開始にあわせ農道の整
備を行い、農業経営の効率化、農業生産
の向上を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

農道を整備し農業経営の効率化、農業生産の向上を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

1箇所/2箇所 50% 2箇所/2箇所 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

年度工事箇所/全体工事箇所

事業概要

給食センター建設に伴い農道の整備を行う。

達成のめやす
給食センター供用開始にあわせ平成25年度の完成。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 00260 事業名 給食センター建設関連事業（東大橋地区） 新規・既存の別 既存



25 年度 ～ 25 年度

0
一般財源 0 116 0 116

0
負担金 0 0 0 0

28,500
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 0 28,500 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 0 28,616 0 28,616

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
天生田地区　区画拡大15ha
　　　　　　　　 暗渠排水3ha
今井地区　区画拡大3ha
柳井田地区　暗渠排水4ha
※対象事業費28,500
※賦課金(0.003+30)116

農業体質強化基盤整備促進事業助成金
を活用し区画拡大等の整備を行い、農業
経営の効率化、農業生産の向上を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

収益性の高いゆとりある農業経営の確立、安全で安心できる農産物の生産を目的とし農業・農村の経営安定化への支援を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

4箇所/4箇所 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

年度工事箇所/全体工事箇所

事業概要

農業体質強化基盤整備促進事業。天生田地区19ha、今井地区3ha、柳井田地区4ha。
国１００％、県０％、市０％
農地の区画拡大暗渠排水を図り農業経営の効率化、担い手の育成、後継者の育成等、地域農業の確立を行う。

達成のめやす
平成25年度の完成。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 事業名 農業体質強化基盤整備促進事業（団体営事業） 新規・既存の別 新規



25 年度 ～ 25 年度

0
一般財源 0 3,000 0 10,000

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 0 3,000 0 10,000

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
東流末地区
寺畔地区

冠水被害を受けている地域の調査を完了
し、その改善方法を検討し、方向性を示
す。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

冠水被害を防止し、農業経営の安定を図ると共に地域防災の安全に寄与する。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

3地区/3地区 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

年度調査地区/全体調査地区

事業概要

豪雨時に冠水被害を受けている地域を調査し、その改善方法の検討を行う。

達成のめやす
調査を完了し、改善方法の方向性を示す。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 事業名 冠水対策調査事業 新規・既存の別 新規



24 年度 ～ 24 年度

0 9,000

0
一般財源 9,000 0 0 9,000

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0

財
源
内
訳

国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 9,000 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
農道舗装　工事810m 農道の整備を行い、農業経営の効率化、

農業生産の向上を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

収益性の高いゆとりある農業経営の確立、安全で安心できる農産物の生産を目的とし農業・農村の振興を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

1箇所/1箇所 100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

年度工事箇所/全体工事箇所

事業概要

集落の基幹的農道を整備し農村地域の定住・環境の改善を図るため農道の整備を行う。
受益面積が概ね10ha以上のもの。

達成のめやす
平成24年度の完成。

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 １．農業の振興 根拠法令等

事業番号 01928 事業名 ふるさと農道緊急整備事業（下稗田地区） 新規・既存の別 既存



8 年度 ～ 25 年度

期待する
効果

越波による冠水被害の減少

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

進捗率１００％ 進捗率１００％

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

0 0

財
源
内
訳

その他 0 0 0 0
一般財源 13,562

167,804
地方債 21,700 0 0 248,400

全体事業費
国

280 112 58,596
合計 82,162 280 112 919,000

35,000 0 0 444,200

負担金 0 0

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
・離岸堤：Ｌ＝61ｍ
・底質調査：１式

漁港漁場協会負担金 ・護岸：Ｌ＝３８０ｍ
・離岸堤：Ｌ＝３１０ｍ
・陸こう：２箇所

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度

県 11,900 0 0

達成のめやす 整備の進捗率１００％

留意事項

本漁港海岸は防護施設が皆無であり、その背後地には家屋が近接、密集している。また、宅地の地盤も低いため、波浪により家屋に甚大な被
害を引き起こしている。台風の被害に対応するために、護岸施設及び離岸堤の整備を行う。
・護岸：Ｌ＝３８０ｍ　　　　　・陸こう：２箇所　　　　　　　・離岸堤：Ｌ＝３１０ｍ

事業番号 1825 事業名 　農山漁村地域整備交付金事業【海岸保全】　（長井漁港） 新規・既存の別 既存

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 ２．水産業の振興 根拠法令等 　海岸法

事業概要



14 年度 ～ 28 年度

2,067,300
県 71,400 31,280

新規・既存の別 既存
基本目標

事業番号 1919 事業名 　水産生産基盤整備事業（特定）　（沓尾漁港）

0 752,673
財
源
内
訳

国 210,000 92,000 211,500

地方債 130,000 54,600 190,300

その他 0 0 0

合計 428,268 197,766 431,000 4,336,000

0
一般財源 16,868 19,886 29,200 243,327

1,272,700
負担金 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
・第４東護岸堤体工：Ｌ＝９５ｍ
・第４東護岸探査委託：１式
・東防波堤設計委託：１式
・北防砂堤設計委託：１式
・土質調査委託：１式

・第４東護岸堤体工：Ｌ＝５５ｍ ・東防波堤堤体工：Ｌ＝１４０ｍ
・東防波堤探査委託：１式

防波堤：Ｌ＝２９０ｍ、防波堤：Ｌ＝２０２ｍ
護岸：Ｌ＝７７８ｍ、-2m物揚場：Ｌ＝２３５
ｍ　　舟揚場：Ｌ＝２０ｍ、-2m泊地浚渫：
A=17,300㎡　-2.5m航路浚渫：A=4,000㎡、
道路：L=2,416m　埋立：A=24,300㎡

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

　水産物生産コストの削減、漁獲機会の増大、漁獲物の付加価値化、労働環境の改善

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

進捗率７０％ 進捗率７５％ 進捗率８１％ 進捗率１００％

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

事業概要

豊前海特有の大潮位差による非効率的な漁業活動を解消し、水産物の安定供給を図るため、沓尾・長井の共同漁港を整備する。

達成のめやす 整備の進捗率１００％

留意事項 早期供用開始の実現

総合計画
ひとが賑わうまち 事業の開始・終了

基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 ２．水産業の振興 根拠法令等 　漁港漁場整備法



20 年度 ～ 26 年度

46,000 434,900

0
一般財源 14,669 483 8,000 37,260

126,600
負担金 0 0 0 0

206,000
県 25,279 0 0 65,040

財
源
内
訳

国 65,680 0 20,000

地方債 42,300 0 18,000

その他 0 0 0

合計 147,928 483

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
・１号防波堤：Ｌ＝１０ｍ
・１号護岸：L=６０ｍ
・４号護岸：L=５５ｍ
・設計委託（展示販売施設）：一式

漁港漁場協会負担金 ・地域産物展示販売施設：１棟 ・１号防波堤：Ｌ＝１０ｍ
・１号護岸：Ｌ＝２１９ｍ
・４号護岸：Ｌ＝５５ｍ
・－２ｍ泊地浚渫：Ａ＝１３,２００㎡
・地域産物展示販売施設：１棟（A=97.2㎡)

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

　水産物生産コストの削減

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

進捗率９５％ 進捗率９５％ 進捗率１００％ 進捗率１００％

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

事業概要

本漁港は河川の河口部に位置していることから、雨期や台風時の土砂で泊地が埋没し、沖合・潮待係留を余儀なくされており、また、台風や前
線等の波浪で、越波のよる被害が発生している。水域施設と外郭施設の機能回復のため、防波堤や護岸の整備及び泊地の浚渫を行う。ま
た、地域産物展示販売施設の整備により、地域の活性化と都市住民との向上を図る。
・外郭施設　１号防波堤：Ｌ＝１０ｍ、護岸：Ｌ＝２７４ｍ　　　　・水域施設　－２ｍ泊地浚渫：Ａ＝１３,２００㎡　　　　・地域産物展示販売施設：１棟

達成のめやす 整備の進捗率１００％

留意事項

基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 ２．水産業の振興 根拠法令等 　漁港漁場整備法

1920 事業名 　地域自主戦略交付金事業【漁村再生】　（稲童漁港） 新規・既存の別

総合計画
ひとが賑わうまち 事業の開始・終了

基本施策
基本目標

既存事業番号



14 年度 ～ 27 年度

14,800 20,200

その他 0
0

0 0

合計 26,135 53,100

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

49,500 1,006,000

0
一般財源 8,983 4,800 6,800 72,577

291,000
負担金 0 0 0

483,242
県 17,152 8,500 0 159,181

財
源
内
訳

国 0 25,000 22,500

地方債 0

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
・１号防砂堤：Ｌ＝４０ｍ ・-2.5m航路浚渫：A=15000㎡ ・-2.5m航路浚渫：A=12,000㎡ ・１号防砂堤：L＝７００ｍ

・２号防砂堤：L＝３００ｍ
・-2.0m泊地浚渫：A=58,000㎡
・-2.5m航路浚渫：A=27,000㎡
・浮体式係船岸：L＝１５０ｍ

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

　水産物生産コストの削減、漁業就業環境の向上

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

進捗率７０％ 進捗率７５％ 進捗率７９％ 進捗率１００％

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

事業概要

本漁港は二つの県営河川の河口部に位置していることから、雨季や台風時の土砂で航路が埋設し、沖合・潮待係留を余儀なくされており、就
業時間の不規則・漁獲物の鮮度低下等に対応するため、水域施設及び航路埋設防止施設の整備を行う。

達成のめやす 整備の進捗率１００％

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 ２．水産業の振興 根拠法令等 　漁港漁場整備法

新規・既存の別 既存事業番号 1920 事業名 　地域自主戦略交付金事業【地域水産物】　（蓑島漁港）



21 年度 ～ 27 年度

28 0 0 13,100

負担金 0 0 0 0

県 0 0 0

その他 0 0

　施設の長寿命化、更新コストの縮減

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

進捗率６７％ 進捗率１００％

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

老朽化調査・機能診断、機能保全計画策
定　　　沓尾漁港：Ｈ２１、蓑島漁港：Ｈ２
３、　　　　　　　　　稲童漁港：Ｈ２７

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

0 0 0

0

合計 28 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度

0 24,100

0
一般財源

事業概要

漁港施設の老朽化により、更新を必要とする施設が増加しているため、施設の老朽化状況を調べる機能診断を実施し、機能保全計画書を策
定する。

達成のめやす 　機能保全計画策定　１００％

留意事項

0 0 0

地方債

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
漁港漁場協会負担金

11,000
平成26年度 全体事業費

財
源
内
訳

国

期待する
効果

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 ２．水産業の振興 根拠法令等 　漁港漁場整備法

新規・既存の別 既存事業番号 1717 事業名 　水産物供給基盤機能保全事業　（行橋地区）



24 年度 ～ 年度

180,000

財
源
内
訳

合計 6,539 0 0

0
一般財源 6,539 0 0 180,000

0
負担金 0 0 0 0

0
県 0 0 0 0
国 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
　調査：１式 ・調査：１式

・東部２号護岸：Ｌ＝１７０ｍ

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

期待する
効果

　越波による冠水被害の減少

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

進捗率５％

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

事業概要

蓑島海岸において高潮対策等の整備を進め、背後集落の人命及び財産の防護を図る。

達成のめやす

留意事項

平成 期間設定なし
施策項目 ２．水産業の振興 根拠法令等 　海岸法

新規・既存の別 既存事業番号 1952 事業名 　海岸保全施設整備事業　（蓑島海岸）

総合計画
基本目標

進捗率１００％

ひとが賑わうまち



20 年度 ～ 24 年度

0 0 0 0
財
源
内
訳

国 38,000 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

合計 38,865 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

0 165,060

0
一般財源 865 0 0 5,145

0
負担金

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
護岸工：Ｌ＝１６４ｍ ・練積ﾌﾞﾛｯｸ式護岸：L=65m

・直立消波式護岸：L=182m

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

0 0 0 0

159,915
県

期待する
効果

越波による冠水被害の減少

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

進捗率１００％ 進捗率１００％

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

事業概要

低気圧・台風等の越波による冠水被害から背後集落を守るため、護岸の改良を行う。

達成のめやす 整備進捗率１００％

留意事項

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 ２．水産業の振興 根拠法令等 　漁港漁場整備法

事業番号 1818 事業名 　再編交付金事業 新規・既存の別 既存



25 年度 ～ 27 年度

事業番号 事業名 東九州自動車道整備事業(交流施設物産館整備） 新規・既存の別 新規

建設工事費 産業振興の推進のため、人・物・情報が
集まる交流する賑わいのあるまちづくりを
目指す

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 ３．商業・サービス業の振興 根拠法令等

事業概要

東九州自動車道ＰＡ内に、それ自体が憩いの場ともなり得る、人・物・情報の交流発展、文化、経済の活性化を促進する交流物産施設を整備
する。　　　　　運営は第３セクターで行い、周辺自治体や民間の出資をお願いする。

達成のめやす

負担金 0 0 0 0
その他 0 0 100,000 110,000

留意事項
近隣市町村との調整を図る。

期待する
効果

行橋・京都郡・築上郡地域の特産ブランドを発信し地域産業の活性化を図る。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

東九州自動車道行橋ＰＡ完成

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
交流施設基本設計

一般財源 0 0 0 0
合計 0 0 100,000 110,000

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0
県 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0



24 年度 ～ 24 年度総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 ４．工業の振興と企業誘致の推進 根拠法令等

事業番号 事業名 工業団地整備事業（草刈） 新規・既存の別 既存

事業概要

稲童工業団地の環境美化と景観の向上を図るため、草刈業務を行うものである。

達成のめやす
工業団地内全域の草刈の完了。

留意事項
平成25年度以降は、全庁的に管理の一元化を図るため、財政課と協議を行う。

期待する
効果

草刈により工業団地内の景観の向上及び生い茂った雑草による視界不良の解消が期待される。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

工業団地内の草刈必要箇所の面積。

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
草刈：約52,000㎡ 草刈：約52,000㎡

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0
県 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0
負担金 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

一般財源 2,066 0 0 2,066
合計 2,066 0 0 2,066



24 年度 ～ 24 年度

事業番号 事業名 工業団地整備事業（張芝） 新規・既存の別 既存

総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 ４．工業の振興と企業誘致の推進 根拠法令等

事業概要

稲童工業団地の環境美化と景観の向上を図るため、張芝工事を行うものである。

達成のめやす
工業団地北側公園内の張芝施行工事の完了。

留意事項

期待する
効果

また、公園内に張芝をすることにより、公園利用時の市民の利便性の向上が期待される。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

工業団地内の張芝をする公園の面積。

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
張芝：約3,000㎡ 張芝：約3,000㎡

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0
県 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0
負担金 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

一般財源 6,231 0 0 6,231
合計 6,231 0 0 6,231



24 年度 ～ 25 年度総合計画
基本目標 ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策 基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 ５．観光の振興 根拠法令等

事業番号 1934 事業名 再編交付金事業（長井観光トイレ実施設計） 新規・既存の別 既存

0 0

事業概要

長井海岸に観光トイレを建設するための実施設計を行う。
平成２４年度に実施設計を行い、平成２５年度に完成予定。

達成のめやす
観光トイレの実施設計を行う。

留意事項

期待する
効果

長井海岸には多くの潮干狩り観光客が訪れており、周辺には観光トイレが少ない。新しく観光トイレを設置することで、観光客の利便性が向上
する。

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

実施設計進捗率　100% トイレ工事進捗率　100% トイレの完成　100%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

0 26,007

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
実施設計 建設用地の購入

トイレの建設
再編交付金を活用し、平成２４年度にトイ
レの実施設計、平成２５年度に建設用地
の購入及び主体工事を実施する。
地元の要望を受けての事業。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

事業計画（事業費、単位：千円）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 900 21,800 0 23,000
県 0 0 0 0

地方債 0 0
負担金 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

一般財源 215 2,700 0 3,007
合計 1,115 24,500



25 年度 ～ 26 年度基本施策２　産業活性化プロジェクト 平成 平成 期間設定なし
施策項目 ５．観光の振興 根拠法令等

事業番号 事業名 東九州自動車道整備事業(行橋ＩＣ等開通イベント） 新規・既存の別 新規

負担金 0 0 0 0

総合計画
基本目標

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業費
国 0 0 0 0
県 0 0 0 0

事業概要

東九州自動車道関連事業の一環として、行橋ＩＣ及びスマートＩＣの開通イベントを行う。

達成のめやす

留意事項

期待する
効果

ひとが賑わうまち 事業の開始・終了
基本施策

100%

右欄に目標の単位と目指す内容の
説明を記載のこと

年度の事業内訳

平成24年度 平成25年度 平成26年度 全体事業の位置づけ
関連イべント（マラソン・ウオーキ
ング）苅田町と共同開催

関連イべント（マラソン・ウオーキ
ング）みやこ町と共同開催

地方債 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

財
源
内
訳

その他 0 0 0 0
一般財源 0 2,000 2,000 4,000

合計 0 2,000 2,000 4,000

アピールによる事業の推進

数値目標
（事業の目的及び
活動内容の達成
度を測る指標）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 最終目標

50%


